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錦川鉄道の概要

会社設立 1987（昭62）年4月 営業開始 1987（昭和62）年7月

営業キ ロ 川西駅（ＪＲ岩徳線の共同使用駅）起点から錦町駅終点）まで 32.7㎞
車 両 数 4両（2007年1両、2008年2両、2009年1両）
運行本数 11往復、全列車がＪＲ岩徳線岩国駅の発着
駅 数 12駅（錦町駅以外はすべて無人駅）
沿線市町 2006（平18）年に1市3町1村が広域合併し、沿線は岩国市の1市となる
資 本 金 1億2千万円山口県17％、岩国市46％、その他は商工団体、農協、銀行、JR企業等
事 業 別 鉄道事業、バス事業、とことこトレイン遊覧車、売店等

従業員数 40人（鉄道事業20人、関連事業20人）、社員21人、ＪＲ出向5人、契約パート14人



錦川清流線のご利用状況

■ 輸送人員の推移

昭和62年7月開業し、ピーク時58万人輸送だか、

平成21年度で25万人と過疎化や自動車等の影響

を大きく受け、マイナス56％と33万人減少した。

■ 通学・通勤の定期人員推移

通学定期は、平成15年以降に学校再編等の影響や

少子化等により大きく減少している。

（単位 千人）



錦川鉄道の収入状況

■ 収入状況

鉄道事業は、昭和63年度58万人輸送をピークに

減少しているが、関連事業の拡大策により平成21

年度では鉄道事業の収入を上回るまで拡大した。

■ 関連事業の状況（鉄道を除く）

鉄道事業が補填できる事業の拡大のため、市営バス

事業や遊覧車「とことこトレイン」の事業拡大に取り組み

関連事業の中心を占めることとなった。



鉄 道 再 生 計 画
錦川鉄道対策連絡協議会（１市3町1村）で策定
その後、平成18年3月広域合併後は岩国市

錦川鉄道の存続

■ 交通弱者の唯一の生活路線の確保

■ 安定性、定時性、大量輸送手段、地球環

境面で必要不可欠な交通機関の位置付

地域の活性化

■ 沿線の交流人口の拡大

■ 自然や資源を生かした観光交流の拡大

■ 地域活性化へ期待

鉄道再生に向けて地域と一体となって取り組み、住民と一体となって維持存続を行う
❶ 沿線の観光資源の活用と観光客誘致、観光ルートの開発
❷ 沿線の魅力発掘と積極的な宣伝活動
❸ 鉄道の整備・創出による新たな観光交流の拡大
❹ 安全対策への充実、補助制度を活用し、安全対策を計画的、効率的に積極的に推進



新型車両 テーマ 清流と奏でる自然の風景

デザイン3案から投票、市民参加による愛称名

せせらぎ号 ひだまり号 こもれび号 きらめき号



座席 ４３席
転換可能な椅子

テーブル
大型な窓



大型トイレ

タッチパネル式運転席



新型車両4両連結でデビュー



車窓の魅力を満喫、見所区間は超スロー運転











駅前の風景



新ことこトレイン
愛知万博で活躍したグローバルトラム（電動車）に更新



新車両のデザインは「てんとう虫」
市民の投票で決定



とことこトレイン

南口（錦町）発
10：00 12：30 14：10

土・日・祝の運行
春、夏休みは毎日運行
6キロを時速10キロで

ゆっくりと走ります

平成13年4月 国鉄未成線は市に無償譲渡
平成14年7月 とことこトレインの運行開始
平成15年3月 きらら夢トンネル壁画完成

壁画制作 地元112人
平成16年3月 きらら夢トンネル壁画延長

壁画制作 公募386人
平成21年9月 とことこトレイン電動車更新

北口（そうづ峡温泉）発
10：50 13：20 15：00
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